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例の基準を遵守すること。
1.3.3 水処理薬剤の保管及び廃棄処理　水処理薬剤は、SDSに記載された適切な方法で保管する。

水処理薬剤はその種類によって安全に廃棄処理する方法が異なるので、SDSに記載された方
法で適切に廃棄処理する。

 （参考）排水に関連する法律
       ・水質汚濁防止法
       ・湖沼水質保全特別措置法
       ・瀬戸内海環境保全特別措置法
       ・下水道法
       ・特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律

2. 対象水の分類と水質管理項目
2.1 対象水の分類　本ガイドブックで取り扱う対象水の詳細を、図 2.1に示す。

冷却水において、開放式冷却塔の循環水と密閉式冷却塔の散布水は、同様に濃縮・通気する
ので同一の扱いとする。
密閉式冷却塔の閉回路循環水は、密閉式で循環し、濃縮しないので密閉式冷水又は温水と同
一の扱いとする。
冷・温水系は、大きく密閉式と開放式に分かれ、それぞれの中で、冷水（20℃以下）、温水（20
～ 100℃未満）に分類する。100℃以上の加圧高温の温水は対象外とする。密閉式とは、循環水
系に開放した水面を有さず（膨張タンクは除く）、原理上循環水中に酸素が存在しない水系をい
う。開放式とは、循環水系に開放した水面（蓄熱槽、クッションタンク）を有し、水中に酸素が
存在する水系をいう。
蒸気凝縮水は、吸収式冷凍機に供される蒸気が凝縮した時の水をいう。
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